




















第 76 4 1 号























た免疫沈澱法でL型酵素mRNAを濃縮した。これを鋳型にして常法により CDNAを作り， p B R322 

























心に関与する残基の一つに違いが見られ，これは L型特有の酵素的性質に関係するかも知れな ~'o サブ
ユニット間の結合に関与する残基については， L型はM1型よりM2型とホモロジーが高く，このアミノ
酸配列がM1型にはなく M2およびL型の持つ性質であるアロステリック効果に関係していることが示唆
された。
論文の審査結果の要旨
解糖系律速酵素であるピルビン酸キナーゼには，ほ乳類ではL，R， Ml' M2の4種類のアイソザイ
ムが存在し，組織特異的に発現している O このうちL型は肝臓に主に存在しホルモンや食餌条件により
変動している O 本研究はこの作用機構の分子的メカニズムを解析することを最終目標にしてなされたも
のであるがL型酵素のクローニングに初めて成功し，また未だ明らかとなっていなかった全一次構造を
cDNAの塩基配列を決めることで決定したものである O 以上の成果は学位を授与するに値すると評価
されるO
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